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八月の雑感  

いずみﾌﾞﾛｯｸ担当司祭  村田 稔       

73年前の 8月 15日、ラジオの前にちょこんと座らされ、真剣な面持ちで 

耳を傾けたことを、思い出しています。小学 1年生の私には、涙を流す 

両親の気持ちはあまり察せられず、もう夜中に起こされて、目をこすりがら 

庭の防空壕に入らなくてもいいな、ぐらいの思いでした。本当の苦しみは、その後の食糧難で、十分な

食事にありつけなかったことです。タンスから母の着物が無くなっていったのもこの頃です。 時間が

経つにつれ、日本とアジアの国々で、何百万人の人の命が、無残にも奪われていたことを知らされま

した。8 月 6 日と 9 日には、広島と長崎で、新型爆弾（原子爆弾）で、一瞬のうちに、20 数万人の命が

奪われました。その人たちの無念さや、その家族の方々の悲しみは、お腹を空かした苦しみなどと

は、比較にならないものです。「頑張りましょう、勝つまでは・・・」と、お題目のように唱えさせられた言

葉は、なんだったのでしょうか。 

  8 月には、日本各地で、戦争で亡くなられた人々のために、追悼式が行われます。被害者の冥福

を祈り、戦争の残忍さを訴え、平和を祈ります。特に、核兵器による被害国として、その廃止を訴え続

けました。その‘ひばくしゃ’の声を受け止め、やっと、世界の 12２カ国が、「核兵器禁止条例」に賛成し

ました。 「遠い原子雲の、上からの視点ではなく、原子雲の下で、何が起きたのか、原爆が人間の尊

厳を、どれほど残酷に踏みにじったのか、あなたの目で見て、耳で聞いて、心で感じてください。 

もし自分の家族がそこにいたら、と考えてみてください。」長崎市長 田上富久さんの、長崎平和宣言

の一文です。 

  8 月にもう一つ忘れてならないことは、私たちは、加害者でもあったことです。歴史の中で、他国の

人々の人権・財産・尊厳・国土を奪ったり、踏みにじったことです。大切な命をも・・・一発で 10 万人の

命を奪うことは許されません。一人か二人、あるいは何万人までは、戦争の名のもとに殺人が許され

るのでしょうか。答えは NO です。「過去を振り返ることは将来に対する責任を担うことです。」（教皇ヨ

ハネ・パウロ二世の、広島での平和アッピール）  過去をしっかり振り返り、反省と決意を忘れ去るこ

となく、各人が平和への道具として、日常生活の中で歩むことです。 

「戦争は人間のしわざです。戦争は人間の生命の破壊です。戦争は死です。」 

教皇ヨハネ・パウロ二世の広島での「平和アッピール」を、 

深く心に刻みつけたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

Thoughts in August    

 

On August 15,73 years ago. I was made to sit quietly in front of radio.  

As I was just a first grader in elementary school, I didn’t understand why my  

parents shed tears and I simply felt relieved because I didn’t have to get into the bomb  

shelter in our yard any more. But after that, we had to bear hardship: food shortage.  

We were starved.  We sold my mother’s kimono to get food. In the meantime, I was told  

that millions of people were killed in the war in Japan and many other countries in Asia. 

On August 6and 9 in 1945, the atomic bomb was dropped in Hiroshima and  

Nagasaki respectively. More than two hundred thousand people were killed in a split second. 

Their feelings of utter mortification, their families’ sadness …, I realized that our hunger 

was nothing compared to them. We were made to repeat “Hang tough until we win!  

I wonder what it was. 

In August, the memorial services for the victims those who died in wartime will be held 

many places in Japan. We pray for the souls of ‘hibakusha’. We appeal the cruelty of war, 

We pray for peace. We appeal the abolition of nuclear weapons as the only of A-bomb attack. 

Hearing the voice of ‘hibakusha’, 122 nations adopted the Treaty on the Prohibition of 

Nuclear Weapons. 

“I want you to see what happened down here on the ground beneath the mushroom cloud,  

not form perspective high above it. I want you all to see with your own eyes, hear with  

your own ears, and feel with your own hearts just how cruelly the atomic bomb tramples    

on the dignity of human beings.  I want you to imagine how you would feel if your own 

family had been in Nagasaki on that day.” Mr. Tomihisa Taue, mayor of Nagasaki city, said 

in his Nagasaki Peace Declaration. 

There is one more thing we should remember:  we were the offenders, In the history,  

we trampled on the human rights and dignity, and deprived the properties, land and even 

precious lives of people in other countries. This can never be forgiven. One two…tens of 

thousands of people lose their lives in the name of war.Can it be happen again? ―of cause Not. 

“To remember the past is to commit oneself to the future.” ―Appeal for peace at Hiroshima, 

Pope John Paul Ⅱ, 1981.  

We should reflect on what we had done in the past, renew our resolution, and proceed to  

be road of peace in our lives. 

“War is the work of man. War is destruction of human life. War is death. “   

we should engrave these words deep in our hearts.  

 

「ﾌｪｽﾀｼﾞｭﾆｰﾅ」開催 （6/17） 

今年は、遠路、東海大学チャレンジセンター・Beijo Me Ligaの 4名の学生ボランティアも応援に。 

晴天に恵まれて、234名（大人 182名、子ども 52名）が参加。輪投げ・おもちゃの魚釣り・ 

ロバのしっぽゲームを行いました。太鼓演奏で大盛り上がりに！！ 

そしてクアドリーリャと呼ばれるダンスを行い、最後にビンゴ大会。 

大人も子どもも一緒になり楽しい時間を過ごしました。 

   

 

 

 



   「海の日ｺﾝｻｰﾄ」 IN 浜寺 

急な開催決定でしたが、皆様のご協力を得て、 

和泉教会まで行かずして、楽しい時間を過ごすことが 

できました。ご近所の老夫婦もお越しになっていました。 

[和泉市少年少女合唱団]のかわいい歌声とﾀﾞﾝｽ、 

[ﾌｨﾘﾋﾟﾝ共同体]や[ぶどうの木] の合唱、 

[Fr.ｶﾙﾛｽ･ｶﾞﾙ・Fr.ｱﾙﾏﾝﾄﾞの ﾄﾘｵ]によるｷﾞﾀｰとﾊｰﾓﾆｰ、 

[〇辺さん]の独唱、[ほのぼの会]の尺八とﾊｰﾓﾆｶなど、 

手拍子あり、合いの手あり、オペラから民謡、 

更には♪We Are The World♪まで！！ 

  一時、暑さを忘れて盛り上がりました。当日「西日本豪雨災害募金」は\16.175でした。ありがとうございました。 

 

    社会活動委員会より・・・7月 15日、出会いの家に、（本）・（募金\12000）を届けました。 

ﾍﾞﾄﾅﾑ青年 4名が参加してくださいました。ご協力ありがとうございました。 

                                      お知らせ 
○8月 12日（日）11時 ・・・平和祈願合同ミサ（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ信徒･ﾍﾞﾄﾅﾑ信徒と共に） 

              聖体拝領後、DVDアニメ「ひめゆり」鑑賞 

              ミサ後、すいとん（だんご汁）、おむすび、スイカなど、食べながら、いろいろなお話を 

              いたしましょう。調理準備 9時～ 会場準備 10時～ ご協力お願いします。 

 

○岸和田地区「典礼奉仕のための勉強会」・・・ 泉佐野教会  14時～         奉仕者だけではなく、  

 9月 9日（日）・・・ 第 1回  「ミサ」<主日の重要性とミサ> ・・・ シルバノ神父   多くの皆様の学びへの 

     23日（日）・・・第 2回  「聖体」<感謝の祭儀＞ ・・・・・・クラウディオ神父     参加をお待ちして 

 10月 14日（日）・・・第 3回  「みことば」<みことばの祭儀＞・・・クラウディオ神父         おります。 

 主の食卓に招かれた私たちが、司祭・奉仕者ばかりでなく、会衆全体で捧げる日ごとの「ミサ典礼」について、 

重要な点をできるだけわかりやすく学び、理解と味わいを深める機会になることを趣旨としています。 

 

 ○敬老の日お祝い会・・9月 16日（日）・・・ミサ後、信徒会館にて 

         年齢に関係なく、どなたでもご参加ください。みんなで楽しくおしゃべりいたしましょう。 

 

○世界宣教の日（地区大会を兼ねる）…小教区のミサは有りません 

           10月 7日（日）９時３０分～泉佐野教会 

         講話・・・Sr.えとう（マリア会）  昼食の準備あり。 詳細は後日。 

 

○ブロックを考える日・・・「 浦上キリシタン墓地 巡礼バス旅行  」    

日  時  ：  10月 8日（月・祝）  観光バス（浜寺 8時発） 

場  所  ：  浜寺→和泉→岸和田→和歌山・屋形町教会→禅林寺（浦上ｷﾘｼﾀﾝ記念碑墓参） 

                               屋形町教会にて、講話「浦上四番崩れ」、 祈りのつどい、昼食 

        →和歌山城→花山丘陵（深堀きくの墓）→紀伊風土記の丘→岸和田→和泉→浜寺 

         参加費（\1.000の弁当代込）： 大人\3.000  中･高生\2.000  小学生\1.000  幼児無料 

                             弁当の要・不要は申込用紙に記入する。 

         申込締切日 ： 9月 9日  申込時に支払いをお願いします。担当：〇田 



○国際協力の日・・・１０月２１日（日） ミサ１１時～、交流会１２時３０分～ 大阪カテドラル 

○ベトナム語ミサ・・・10月 28日（日） 9時 30分～通常のミサをベトナム語で行います。 

司式：グエン・シン・サック夙川教会助任司祭  

ﾍﾞﾄﾅﾑ青年たちが、頑張ってﾐｻの準備をしてくれています。普段、ベトナム共同体が感じている言葉の壁に、

時には、私たちが寄り添ってみることも大事なことだと思います。ご協力ください。♥♥ 

（ご注意ください） 8月のミサは、カルロス司祭が休暇・帰国で不在のため、時間に変更が有ります。 

8月の主日ミサ担当一覧  浜寺  和泉  岸和田  

5日  年間第 18主日 9:30 ベスコ 
8:30 村田 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾐｻ 

10:30 村田 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾐｻ 

12日  年間第 19主日 
11:00 マルコ  

日本語・ポ語 合同ミサ 
8:30 村田 9:30 ベスコ 

15日  聖母の被昇天 9:30ベスコ 8:30村田 10:３0 村田 

19日  年間第 20主日 10:30ベスコ 
8:30ベスコ 

14:00 村田（英語） 
9:30 村田 

26日  年間第 21主日  9:30村田（評議会） 8:30ベスコ 
10:30ベスコ 

15:00 村田（英語） 

◇毎週土曜日  19:30 主日前晩のミサ(和泉)  

◇平日のミサ  浜 寺  ： 火曜日（毎週）… 9:00（14日休み）   和 泉 ： 月曜日（毎週）  …19:00 

木曜日（第２，４）… 9:00（今月休み）                （13日休み） 

金曜日（毎月第 1）…9:30                 金曜日（毎月第 1）…9:30 

岸和田 ： 木曜日（毎週）… 9:00                          （今月休み）  

◇ポルトガル語ミサ  毎月第 2日曜日…11:00（浜寺）（合同ミサ） 

◇英語ミサ        毎月第３日曜日…14:00（和泉）、第 4日曜日･･･15:00（岸和田） 

◇ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾐｻ  毎月第 1日曜・・・ 8:30（和泉）  10:00（岸和田） 

８月の各種集いの案内  （今月はすべてお休みです。） 

8月の奉仕者当番表  典礼奉仕について都合の悪い方は必ず典礼委員までご連絡ください。 

 先唱 

聖体奉仕 
子供侍者 第一朗読 第二朗読 

名札受付 

共同祈願 
掃除当番 お茶当番 

5日 
 

   

 
 社会活動 大掃除 高石  

12日 
  

 
ﾍﾞﾄﾅﾑ語 ポルトガル語 宣教   

 

15日 
  

 
  青少年  泉大津③ 

 

19日 
  

 
  広報 泉大津 堺② 

 

26日 
 

 

 

 
  評議会 堺 高石 

 


